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活力ある組織や社会を支える多様性とワーク･ライフ･バランス 板東久美

-クライフバランスが拓くもの
業経営にとってのワークライフバランスの意味/岩田喜美積 ジェンダー平等とワークライフバランス/竹信三悪二
r･バランスと法律政策-スウェーテン法を参考に/両角道代 キャリアデザインとワークライフバランス/水野基ヰ

ワークライフバランスを地域に広げて-市民と協働のまちつくりへ/後藤系己寺

東京ワークライフハランス認定企業の取り組み/落合信書
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建物の壁,柱,天井等に吸音,結鰐防rL等

のために石綿が1955年頃から吹き付けられ

た｡この吹き付けられた7=1綿は数十年を経過

するとその吹付け面が劣化して,損傷,摩擦

などにより,石綿の粉じんが飛散する恐れが

生じる｡労働者がその粉じんにぼく露する恐

れがあるときは,当該石綿の除去,封じ込め,

田1い込み等の措置を講じなければならない｡

右折障害予yJJ規則では,吹き付けられた石

綿の除去にあたっては,1=l.節を除去する部屋

から石1線粉じんが外部に漏れ出さないように

充分な養生を行い,作業者には福性能の保護

具を着用するよう義務づけている｡

部分隔離工法は,石綿等が吹き付けられた

部分を高強度ポリエチレンシ-トを用いたグ

ローブ型隔離材 (以下,｢ふうじろう｣という)

によって部分隔離して,その内部を負圧に保

ち,石綿等が外部へ飛散するのを防lLして行

う除去工法であるOすなわち,この工法によ

れば,吹き付けられた石綿等の除去の際に,
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図1 石綿除去 ｢部分隔離工法｣の建築技術等査証
明報告書

石綿等を外部へ飛散させないのである0

才i綿等が吹き付けられた部分を部分隔離し
たエリアを ｢汚染区域｣,汚染区域を含む立

入り禁止エリアを ｢作業区域｣とする｡

建設技術審査証明報岱菖 (財同法人Lj木建築

センター)によれば,｢除去T_事に際し,作業

区域の'ZR気 1リットル中の繊維状粒子 (アス

ベスト繊維を含む)の本数をおよそ10本以下に

することにより,汚毅を抑制する｡｣と示さ

れているO

この方法によって除去処理が可能な対象部

位は,既存の建築物および工作物における柱,

梁,天井,壁および耐火被覆された部位であ

る｡

部分隔離Ti法による石綿等の除去作業の施

工フローは,次のようであるO
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事前準備 :施工計画書の作成

準備工事 :表示 ･資材搬入 ･幼前清掃等

屑離 ･養生 :仮設足場の組克て

汚染区域の養生 (rふうL'ろう｣,厚さ02mm)

負Ei三除L:ん袈鰐の設置

除去工事 :飛散抑制剤の散布

湿潤状況の目視確認

石綿等の除去 (ヘラ･スクレーパー等)

虎才l綿等の袋箭め

残尉石緋の除去 (贋き)

写真3

写実1 ｢ぶうじろう]による T汚染区域｣の

養生

右綿等が吠伊けられて壁を､rふうじろう｣
で覆う (屈強皮怒リエチレンシートを用いた

グローブ型隔離材を rふうt:ろう｣という)｡

｢ふうL:ろう｣-の接着には,ブチル両面テー

プおよび布ガムテープを使用する｡

｢ふうL:ろう｣で複った内面 (汚染区域)に

除去した石続等を入れる袋と石綿を除去する

完全な右折等除去の確認

Pi'前部 ･益生材の撤去 ･仮設設 備の撤去

姑掃 ･完了

作茄名は,隔離 ･荘生から仮設設備の撤王

まで安全将,防じんマスクを着用.作男衣与と
指定せず,各自適当な作業衣を着用 していた.

部分隔離工法による吹付け石節等の除去11

菜現場の凪寅を示すと写虫のようである｡

写実4

際に用いる増兵等を入れる袋が取t)付けられ

ている｡

写真2 ｢ふうじろう｣の接着部分を布ガムテ
ープで接合

rふうじろう｣の按潜部分を負圧で剥がれな

いように布ガムテープで接合する

写実3 ｢ふうじろう｣で預った内面 (汚染地

柵 の騨 66巻7号 2011年 巨 425'
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｢ふうじろう｣の内面はマイ

図2 除去袋を切り離す

後に透明袋に二重梱包し
紅パスカル 運搬するO

からマイナス十数パスカルに調整されているO

写真4.5 石綿等をヘラ,スクレバー等を
用いて掻き落とすイ

掻き落とした石綿等は ｢ふう

袋の中にいれるO

圧力計が ｢-9.3パスカル｣

写真7 掻き落とした石綿等を除去袋に入れ

図2 除去袋を切り離す
吹付けられた石綿等を入れた袋と除去袋を

つないだ所を図に示したように二箇所を結束

する｡二箇所の間に小穴を開けシリコンを充

填するOよく凍み解してから中間を切断分維

する｡切断部を粘着テープで折り返し巻いた

42 (426日 労働の科学 66巷7号 2011年

写真8 天井に吹付t

右上のダクトが ｢汚染地区｣
するためのダクト,作業者の手

とし作業

上から垂れ下がっている袋は,掻き落とし

Lに用いる工

写実10 ｢汚染地区｣から吸引する排気ダクト

写真11 ｢汚染地区｣から吸引した空気の処理
装置
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除去作業の実施中に,石綿粉じん濃度を測

定した結果,イi綿除去作業者の近傍において

05-2.Of/L,吏衣基,機械室符では0.5I/L

以下であった｡

部屋全体を養生する方法と部分隔離1法と

を比較すると次のようであるo

O部屋全体を養生する方法では,作業者は高

濃度のイ_L一綿粉じんにぱく蕗する恐れがある

が.部分隔離工法では,作業者は石綿粉じ

んにぱく露することはほとんどない｡

○工事期間はoはば同程度である.,

○経費は部分l稲離T.法がやや高価であるo

Oー】二事以外の場所への影響は,ほぼ同程度で

あるb

吹付け石紺等の除去を最近開発された分離

隔離工法を用いて実施している作業場の簡単

な調査を行ったDその結果,従来のIL法のよ

うに作業者がIIu-'J演皮の石綿粉じんにぼく露す

ることなく除去作業を行うことが可能である

ことが櫛 かめられたO

終わりにあたり,部分隔離工法によるイl綿

等の除去作業現場の調熱 こ際しては,一般社

団法人部分隔離協会,専務理事･衛藤武志氏,

Jr.LPf事 ･宮原卓氏,秋山剛司氏にお世話になっ

たo記して感謝の昔を表します｡
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